
お知らせ  

平成２９年 ７月１９日 

 

 

資料提供先：鳥取県政記者会、倉吉記者クラブ、米子市政記者クラブ 

 

緊急時に備えて職員で実施 
～災害対策用機械の緊急走行訓練を行います～ 

国土交通省倉吉河川国道事務所では、災害発生時に使用する災害対策用機械の緊急走行を

行う際の適用法令などの学習と緊急走行の実地訓練を行います。災害時の緊急自動車を安

全かつ適切に運用するための技能と知識の習得をすることを目的として行います。 

 

 ■日時・場所 

 座学：鳥取県 倉吉市 E

くらよし   

A A E福庭 E

ふ く ば

A A E町 E

ちょう

A1-18（国土交通省倉吉河川国道事務所３階会議室） 

平成２９年７月２８日（金）１０：００～１２：００ 

 実地：鳥取県 A E倉吉市 E

くらよし   

A A E福 E

ふ く

A A E守 E

も り

A A E町 E

ちょう

A地先（天神川河川防災ステーション）（別図参照） 

平成２９年７月２８日（金）１３：３０～１６：００ 

 ※雨天決行とします。また、災害発生の恐れがある場合は、中止といたします。 

 

■訓練概要 

 座学：道路交通法等諸法令及び所内で定めた緊急走行要領の学習 

 実地：天神川河川防災ステーション敷地内において回転灯・マイク使用 

      による緊急走行訓練 

 対象機械 

・緊急指定車両（照明車２台、ライトバン１台） 

 参 加 者  

・倉吉河川国道事務所 職員 約１０名 

 

 【問い合わせ先】 

  国土交通省中国地方整備局 

    倉吉河川国道事務所   ＴＥＬ（０８５８）２６－６２２１（代表） 

          副所長（河川）  伊藤 健  （いとう たけし） 

     【担当】 道路管理課長   亀井 久勝 （かめい ひさかつ）    

 【広報担当窓口】 調査設計第二課長 谷本 尚久 （たにもと なおひさ）   
 

倉吉河川国道事務所ホームページアドレス：http://www.cgr.mlit.go.jp/kurayoshi/ 
 

 



「参考資料」

平成２８年度の第１回目訓練実施状況（平成28年7月8日）

○緊急走行訓練
　全国各地で多発するゲリラ豪雨や地震等の災害に備え、職員が災害対策用機械に搭乗し

緊急走行を行った場合に必要となるスキルについて学習及び訓練を行った。

実地訓練状況（照明車） 実地訓練状況（照明車）

座学実施状況 実地訓練状況（照明車）

実地訓練状況（照明車） 実地訓練状況（照明車）



別図
倉吉河川国道事務所位置図

出典： 国土地理院地図（電子国土Wed）より
会場（天神川河川防災ステーション位置図）

航空写真 出典：国土地理院（電子国土ｗｅｂ）より

【実地場所】 
天神川河川防災ステーション 

倉吉ＩＣ 

倉吉市役所 

天神川河川防災ステーション 

至 北栄町 

至 関金町 

北条倉吉道路 

国道313号 

駐車場 

会場までの経路 

 国府川 

 小鴨川 

会場までの経路 

【座学場所】 
国土交通省 倉吉河川国道事務所 
３階会議室 



天神川河川防災ステーション

駐車場

緊 急 走 行 訓 練 実 施 会 場

緊急走行訓練

出典： 国土地理院地図（電子国土Wed）より
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